
令
和
３
年
度
滋
賀
県
建
築
組
合

の
定
期
大
会
で
、
引
き
続
き
組
合

長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
平
塚
隆
史
で
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

多
く
の
行
事
や
日
程
が
中
止
に
な

り
、
縮
小
さ
れ
た
影
響
で
、
役
員

さ
ん
の
活
躍
の
場
も
大
き
く
減
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
、
今
ま
で
に
な
い
対
応
で

苦
慮
は
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
組

合
員
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
、
組
合
事
業
を
継
続
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
感
謝
を
申

し
上
げ
る
し
だ
い
で
す
。

役
員
一
同
、
ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
、
前
向
き
に
、
組
合
員
様

の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
運
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。『

定
期
大
会

』

今
年
度
の
定
期
大
会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
先
は
ま
だ
見
え
て
こ
な
い

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
防
止

対
策
を
し
て
の
会
場
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
大
会
担
当
は
甲
西
支
部

で
、
地
元
の
「
甲
西
文
化
ホ
ー
ル
」

に
て
、
５
月
12
日
午
後
１
時
よ
り

開
催
さ
れ
、
感
染
対
策
と
共
に
時

間
短
縮
と
人
員
縮
小
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
人
員
は
、
代
議
員
85
名

（
内
委
任
状
45
名
）
、
県
執
行
部

13
名
、
総
実
行
人
員
98
名
で
実
施

さ
れ
、
報
告
事
項
と
各
議
案
等
、

全
事
案
共
に
全
会
一
致
で
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

『

新
役
員
体
制

』

今
年
度
の
新
役
員
体
制
は
、
組

合
長
の
平
塚

隆
史
氏
が
任
期
中
で

引
き
続
き
承
認
さ
れ
、
副
組
合
長

が
２
人
体
制
と
な
り
、
冨
田

忠
夫

副
組
合
長
に
大
澤

智
満

副
組
合

長
と
な
り
、
執
行
委
員
の
１
名
が

入
れ
替
わ
り
、
小
西

勝
徳

執
行

委
員
（
甲
西
支
部
）
が
退
任
さ
れ
、

新
し
く

南

賢
宏

執
行
委
員

（
草
津
支
部
）
が
着
任
、
会
計
監

査
の
森
田

孫
和
氏
が
退
任
さ
れ
、

小
池

秀
寿
氏
（
石
部
支
部
）
が
着

任
さ
れ
、
執
行
部
15
名
が
新
任
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
６
月
１
日
（
火
）

滋
賀
県
庁
に
於
い
て
自
由
民
主

党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
が
実
施

す
る
、
「
令
和
４
年
度
・
県
予

算
編
成
に
対
す
る
各
種
団
体
要

望
聴
き
取
り
」
に
出
席
し
ま
し

た
。滋

賀
県
建
築
組
合
よ
り
、
平

塚
組
合
長
、
冨
田
副
組
合
長
、

大
澤
副
組
合
長
、
髙
村
書
記
長
、

宮
本
会
計
、
福
井
事
務
局
長
の

計
６
名
が
出
席
し
、
要
望
・
要

請
の
会
談
に
あ
た
り
ま
し
た
。

平
塚
組
合
長
よ
り
本
会
開
催

の
お
礼
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

冨
田
副
組
合
長
か
ら
「
滋
賀
県

建
築
組
合
の
現
状
報
告
」
が
行

わ
れ
、
次
い
で
大
澤
副
組
合
長
か

ら
は
「
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

創
設
」
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
髙
村
書
記
長
（
中
建
国

保
滋
賀
県
支
部
長
）
か
ら
は
「
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診

率
向
上
の
県
費
助
成
」
の
要
望
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
全
建
総
連
の
他
府

県
連
組
合
で
も
本
助
成
制
度
を
獲

得
し
て
い
る
団
体
が
多
く
あ
り
、

実
例
を
基
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
宮
本
会
計
よ
り
賃
金
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
一
部
集
約
版
）

を
用
い
、
設
計
労
務
単

価
と
実
賃
金
と
の
差
異

に
つ
い
て
の
報
告
、
並

び
に
要
望
提
案
を
出
し
、

現
在
、
設
計
労
務
単
価

は
長
年
に
渡
る
大
幅
上

昇
に
よ
り
２
万
円
を
上

回
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
回
実
施
の
賃

金
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

よ
る
平
均
賃
金
は
１
万

８
０
０
０
円
ほ
ど
で
し

た
。全

組
合
員
の
法
定
福
利
費
獲
得

を
目
指
し
、
末
端
ま
で
行
き
届
く

よ
う
に
方
策
を
講
じ
て
頂
き
た
い

と
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

先
日
の
６
月
25
日
に
は
、
来
訪

さ
れ
た
地
元
国
会
議
員
さ
ん
へ
、

要
望
・
要
請
の
会
談
が
、
滋
賀
県

建
築
組
合
会
館
の
事
務
所
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
訪
さ
れ
た
議
員
団
は
、
大
岡

敏
孝

衆
議
院
議
員
、
武
村
展
英

衆
議
院
議
員
、
小
寺
裕
雄

衆
議
院

議
員
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
別
に
会
談

が
行
わ
れ
、
当
組
合
か
ら
は
平
塚

組
合
長
は
じ
め
髙
村
書
記
長
、
冨

田
副
組
合
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

会
談
で
は
、
中
建
国

保
の
助
成
維
持
を
確
保
す
る
た
め

の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
、
私
た
ち
の

命
と
健
康
を
守
る
大
事
な
も
の
で
、

毎
年
の
保
険
料
負
担
も
増
え
て
お

り
、
現
行
水
準
の
確
保
を
維
持
し
、

更
な
る
負
担
軽
減
が
で
き
る
よ
う

要
望
を
出

し
ま
し
た
。

ま
た
、

２
０
２
３

年
10
月
よ
り
始
ま
る
、
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
）
の
政
策
を
、
こ
の
今
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
建
築
業
界
も

大
き
く
影
響
を
受
け
、
事
業
収

入
も
減
少
し
て
お
り
、
導
入
延

期
な
ど
の
要
請
も
行
い
ま
し
た
。

各
先
生
方
と
も
、
熱
心
に
要

請
に
応
じ
て
い
た
だ
き
、
多
く

の
意
見
交
換
を
行
う
事
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
発
生
し

た
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

資
材
不
足
に
つ
い
て
の
質
問
も

頂
戴
し
ま
し
た
。

今
後
も
根
気
強
く
諦
め
ず
要

請
を
行
い
、
県
予
算
に
組
み
込

ま
れ
る
よ
う
、
要
請
し
て
行
き

ま
す
。

滋賀建築〔 学 習 会 〕

適格請求書等保存方式
(令3) 8月30日(月)

会場：守山市民ホール

(令3) 8月31日(火)

会場：近江八幡男女共同参画センター
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平塚隆史 組合長の大会挨拶
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由
民
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党
議
員
団
と
要
請
会
談



八
幡
工
匠
会
に
よ
る
「
出
前
授

業
」
で
は
、
例
年
の
事
業
と
し
て
、

滋
賀
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に
よ

る
、
若
年
技
能
者
人
材
育
成
支
援

等
事
業
「
も
の
づ
く
り

マ
イ
ス
タ
ー
」

に
よ
る
体
験
授
業
が
、
小
学
校
な

ど
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

年
間
で
も
滋
賀
県
内
の
小
学
校

で
15
ヶ
所
前
後
の
依
頼
が
あ
り
、

最
近
で
は
依
頼
件
数
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

先
日
、
６
月
８
日
に
行
わ
れ
た

彦
根
市
高
宮
小
学
校
の
授
業
で
は
、

大
工
の
木
工
授
業
・
瓦
工
の
瓦
葺

き
・
造
園
工
・
畳
工
・
鋳
造
・
洋

菓
子
な
ど
の
授
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

工
匠
会
の
担
当
は
大
工
に
よ
る

木
工
授
業
と
し
て
、
今
回
は
、
６

年
生
で
16
名
の
参
加
が
あ
り
、
工

匠
会
よ
り
４
名
、
彦
根
支
部
よ
り

２
名
が
補
助
協
力
者
と
し
て
出
向

き
、
補
助
者
１
人
が
小
学
生
２
～

３
名
を
受
け
持
ち
ま
し
た
。

今
回
の
課
題
は
木
工
部
材
に
よ

る
「
椅
子
花
台
」
で
、
花
台
と
し

て
の
小
型
の
椅
子
型
を
組
み
立
て

ま
す
。

授
業
時
間
は
午
前
中
の
２
時
間

ほ
ど
が
実
質
の
作
業
時
間
で
す
の

で
部
材
は
寸
法
切
り
さ
れ
て
あ
り
、

一
部
の
み
線
の
と
こ
ろ
を
ノ
コ
ギ

リ
で
切
る
作
業
が
あ
り
、
イ
ン
パ

ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
ビ
ス
止

め
と
座
板
の
釘
打
ち
で
組
み
立
て

て
行
き
ま
す
。

男
の
子
も
女
の
子
も
、
道
具
を

見
る
の
も
使
う
の
も
始
め
て
の
子

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
イ
ン
パ

ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
で
ビ
ス
止
め
が

ス
ル
ス
ル
と
し
ま
っ
て
行
く
と
感

動
し
な
が
ら
夢
中
で
次
々
と
部
材

を
組
み
、
何
人
か
で
持
ち
合
っ
て

作
業
を
進
め
、
課
題
の
木
工
品
が

組
み
上
が
る
と
、
満
足
そ
う
に
座
っ

た
り
立
っ
た
り
し
な
が
ら
、
で
き

ば
え
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

長
く
か
か
っ
た
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
救
済

運
動
の
成
果
が
出
ま
し
た
。

最
高
裁
判
所

第
一
小
法

廷
は
、
２
０
２
１
（
令
三
）

５
月
17
日
、
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
４
裁
判
（
神
奈

川
第
一
陣
、
東
京
第
一
陣
、

京
都
第
一
陣
、
大
阪
第
一

陣
）
に
お
い
て
、
国
が
対

策
を
怠
っ
た
と
認
定
し
、

国
の
賠
償
責
任
を
認
め
る

統
一
判
断
と
と
も
に
、
建

材
メ
ー
カ
ー
の
責
任
も
認

め
る
判
決
を
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
６
月
９
日
に

衆
・
参
両
議
院
本
会
議
で

給
付
金
の
支
給
法
案
が
全

会
一
致
で
可
決
成
立
し
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
訴
訟

を
起
こ
し
て
い
な
い
被
害

者
な
ど
に
も
、
最
大
１
３
０
０
万

円
の
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
事
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
の
最

高
裁
判
決
は
労
働
者
だ
け
で
は
な

く
、
一
人
親
方
の
個
人
事
業
主
等

も
国
・
メ
ー
カ
ー
と
も
に
責
任
を

認
め
て
救
済
対
象
と
し
た
事
は
画

期
的
な
意
義
の
あ
る
判
決
と
し
て

高
く
評
価
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
野
外
作
業
者
に
対
す

る
国
の
責
任
を
否
定
し
た
事
や
、

責
任
期
間
で
救
済
に
線
引
き
し
た

こ
と
等
は
不
当
で
あ
り
、
強
く
抗

議
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

建
設
現
場
で
は
１
９
５
０
年
代

以
降
、
石
綿
の
建
材
が
幅
広
く
使

わ
れ
た
。
原
告
側
は
「
国
が
防
塵

マ
ス
ク
着
用
な
ど
を
義
務
付
け
る

対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
の
は
違
法

だ
」
と
し
て
２
０
０
８
年
以
降
に

各
地
で
提
訴
を
起
こ
し
て
い
た
。

13
年
間
と
い
う
長
い
裁
判
期
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
で
苦
し
む
建
設
従
事
者
を

救
済
す
る
大
き
な
成
果
で
あ
り
、

被
害
救
済
に
向
け
た
新
た
な
前
進

で
あ
り
、
訴
訟
原
告
、
そ
の
家
族
、

遺
族
原
告
の
強
い
意
志
と
、
関
係

者
の
ご
尽
力
や
、
全
国
で
仲
間
の

運
動
活
動
、
協
力
な
ど
に
よ
る
成

果
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
３
月
か
ら
適
用
と
な

る
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省

は
全
国
全
職
種
平
均
で
、
２

万

４
０
９
円
に
な
る
と
、
２

月
19

日
に
発
表
し
ま
し
た
、

前
年
度
か
ら
１
・
２
％
増
、

９
年
連
続
の
引
き
上
げ
で
更

新
し
て
い
ま
す
。

職
種
別
の
全
国
平
均
を
み

る
と
、
主
な
と
こ
ろ
で
、
大
工
が

２
万
４
７
４
８
円
（
前
年
度
比
０
・

７
％
増
）
、
左
官
が
２
万
４
３
６
０

円
（
同
０
・
３
％
増
）
、
と
び
が
２

万
５
０
８
２
円
（
同
０
・
９
％
増
）
、

型
枠
が
２
万
５
５
１
１
円
（
１
・

７
％
増
）
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
表
に
あ
た
り
国
交
省
・
赤
羽

一
嘉
大
臣
は
「
賃
金
引
き
上
げ
が

労
務
単
価
な
ど
の
上
昇
に
よ
る
、

適
正
利
潤
の
確
保
や
適
切
な
請
負

代
金
で
契
約
し
、
技
能
労
働
者
の

賃
金
水
準
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
に
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

今
回
の
単
価
設
定
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
国
交
省
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し

た
「
特
別
措
置
」
の
実
施
、
法
定

福
利
費
相
当
額
と
有
給
休
暇
の
取

得
義
務
化
に
要
す
る
費
用
の
反
映

を
継
続
、
を
上
げ
て
い
ま
す
。

今
は
、
報
道
や
ネ
ッ
ト
で
、
批

判
や
否
定
的
な
事
ば
か
り
が
目
立

つ
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
の
情
報

も
正
し
い
の
か
、
良
く
な
い
の
か

判
断
を
迷
っ
て
し
ま
う
事
も
あ
り

ま
す
。

誰
か
他
の
人
の
意
見
や
話
も
聞

い
て
み
た
い
、
そ
ん
な
不
安
感
も

出
ま
す
。
今
ま
で
は
、
人
と
の
話

し
の
中
で
情
報
交
換
出
来
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
会
話
や
集
ま
り
が

制
限
さ
れ
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が

増
し
て
い
ま
す
。
人
と
の
話
し
や

会
合
な
ど
は
情
報
交
流
の
出
来
る

場
で
も
あ
り
、
ま
た
、
人
と
の
関

わ
り
の
潤
滑
剤
の
よ
う
に
も
思
い

ま
す
。
人
と
の
会
話
が
減
る
と
対

立
が
起
こ
り
や
す
く
物
事
が
う
ま

く
進
ま
な
い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

早
く
自
由
に
話
し
や
集
ま
り
が
出

来
る
よ
う
待
つ
ば
か
り
で
す
。

八
幡
工
匠
会

も
の
づ
く
り
「
出
前
授
業
」
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編
集
後
記

教
宣
部

宮
田
記

設計労務単価 ９年連続引上げ
み
ん
な
で
持
ち
合
い

支
え
合
い
で
組
立
作
業

東
野
氏
の
説
明
指
導
に
よ
る
授
業

建設アスベスト訴訟、救済給付も可決成立


